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航空宇宙産業において成功を収めている組織は、

品質マネジメントシステムの価値をよく理解しています。

効果的な品質マネジメントシステムは、組織に継続的改善を促し、

顧客の要望と満足度に対応できる体制をもたらすことができます。

AS/ EN/ JIS Q 9100:2016は、2015年に改定された

ISO 9001:2015に基づいて策定されています。

この規格には、規模の大小に関わらず、航空宇宙産業すべ

ての組織が品質マネジメントシステムを確立し、実施し、

維持し、継続的に改善するための要求事項が記されていま

す。

規格はなぜ変わるのですか？

AS/EN/ JIS Q 9100シリーズの運営を行っている

国際航空宇宙品質グループ(IAQG)は、より良い品質マネジメ

ントシステムの確立のため、新しく改定された

ISO 9001:2015に基づいた改定版を策定することを決定しま

した。全てのISOマネジメントシステムの規格は、規格策定規

則の下、定期的に見直されることになっています。

ユーザーを対象とした大規模な調査の結果に従い、見直しが

適切であると判断した委員会は、今日の市場においても、そ

の適切さが保てるよう、以下の目的を設定しました。

航空宇宙産業のサプライヤー・データベース(OASIS)

の情報の確実性

他のマネジメントシステムと統合

組織的マネジメントに統合的アプローチを提供

組織を取り巻く新しいトレンド環境や国際化等によ
る、複雑な環境に対応できるように反映

新たな規格に、すべての潜在的ユーザーグループの

ニーズを反映

顧客を満足させる組織の能力を強化と、継続的改善を促進•

注記：この移行ガイドは、最新版の AS/EN/ JIS Q 9100:2016

品質マネジメントシステムの要求事項とともに読んでいただくためのも

のです。

ここには規格のすべてが記されているわけではありません。したがって、規格

そのものの代替となる主要な参考資料や、2016年12月に発行される規格の代

わりとしてとして利用することはできません。

このガイドは、2 0 1 6年、新たに発行される航空宇宙産業

向け規格、A S / E N / J I S Q 9 1 0 0 : 2 0 1 6における

要求事項を満たす際の手引きとして作成されました。



		

		

	

	

BSI では、お客様から AS/EN/ JIS Q 9100 シリーズの要求事項を満た

すシステムを採用し、実施したことで、複数の効果が出たという声を頂い

ております。今回の改定版規格においても、同様の効果をもたらし、さら

なる付加価値を生むはずです。

改定版 AS/EN/ JIS Q 9100 シリーズは、下記を貴組織にもたらします。

•

• マーケットにおける機会の向上: サプライチェーンを通じて、貴組織の卓越

したトレーサビリティを顧客に実証することができます。

• 効率性の向上: 時間・コストの削減と、適切なリソース数が保持できます。

• コンプライアンスの保証: 定期監査によってコンプライアンス体制を強化

し、リスクの軽減へと繋がります。

• 従業員の参画促進と、モチベーションの向上: より効率的な内部プロセスの

構築へと、従業員の意識向上に繋がります。

•

移行にあたって、
非常に役に立つ規格のご紹介
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ISO 9001 は世界で最も認められているマネジメントシステム規格であり、世界中の100万以上の組織で採用され

ています。ISO 9001 改定版は、今日の市場における適切さを保ちつつ、組織に対し、引き続きパフォーマンスと

事業の向上を提供するために作成されました。

新規格の新たな点及び

組織にとっての利点は何ですか？

改定版 AS/EN/ JIS Q 9100 シリーズは、航空宇宙産業におけるステークホルダーのニーズに応えるだけでなく、

旧版の規格に比べより明確に理解でき、皆様にスムーズに運用して頂けるように策定されています。 

AS/EN/ JIS Q 9100 シリーズの 2016 年版では、以下が

可能になります。

品質と継続的な改善を、組織の中心に据える

トップマネジメントの関与の強化

他のマネジメントシステム規格と統合されたアプローチの導入

リスクと機会の管理を導入

2016年改定版 AS/EN/ JIS Q 9100 シリーズは、旧版の規範的な記載

は少なくなっており、より臨機応変に利用できる業務改善ツールとなっ

ています。この新規格を利用すれば、自らの組織に持続可能な業務改善

をもたらすことができます。

改定版AS/EN/ JIS Q 9100 シリーズに加えられた大きな変更点の

1つが、品質管理と継続的改善を組織の中心に据えた点です。すなわち、

組織にとってこの規格の変更は、自らの戦略的方向性と品質マネジメント

システムを一致させることができる絶好の機会になります。

改定版AS/EN/ JIS Q 9100 の最初に注目すべき点は、品質マネジメ

ントシステムを支援する内外の関係者の特定です。新規格は、組織をよ

り高い戦略的レベルに導き、組織パフォーマンス向上とその監視を高める

ことができます。

継続的改善を促進: 定期的に行われる審査によって、規格の継続的使用・

監査を確実にし、貴組織のパフォーマンス改善へと繋げます。

取引の活発化:  航空宇宙産業での品質マネジメントシステムの要求事項を満た

している点だけでなく、航空宇宙産業で認められているオペレーション・マ

ネジメントシステムを実施している点も、市場にアピールできます。

品質マネジメントアプローチ

3 ISO 10001、品質マネジメント – 顧客満足 – 

組織のための行動規範の指針

4 ISO 10002、品質マネジメント – 顧客満足 – 
組織における苦情対応の指針

5 ISO 31000、リスクマネジメント – 原則及び指針 – 

ISO 9001 は、品質マネジメントファミリー規格のひとつです。 

ISO 9001 に加え、さらに下記規格もご参照ください。

1 ISO 9000、品質マネジメントシステム – 基本及び用語 ‒

2 ISO 9004、組織の持続的成功のための運営管理

6 ISO 10004、品質マネジメント – 顧客満足 – 
監視及び測定に関する指針

7 ISO 10014、品質マネジメント – 
財務的及び経済的便益を実現するための指針

8 ISO 19011、マネジメントシステム監査のための指針

AS/EN/ JIS Q 9100シリーズは、AS/EN/ JIS Q 9110、9120規格も対象

となります。これらの規格はあらゆる面において、単なる認証規格

というわけでなく、貴組織を効率的に支援するツールになります。

詳細は下記アドレスをご参照ください。
http://www.bsigroup.com/ja-JP/AS9100/
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最新版 AS/EN/ JIS Q 9100シリーズと、
旧版との比較
最新版AS/EN/ JIS Q 9100シリーズは、

新たなハイレベルストラクチャーである、

附属書SLに基づいています。附属書SL 

は、ISOマネジメントシステムに共通する

フレームワークで、マネジメントシステ

ム間の一貫性を保ち、異なるマネジメント

システム規格に整合性を持たせ、上位構

造の箇条を一致させ、共通テキスト及び

共通用語を提供します。組織は自らの品質

マネジメントシステムを中核的な事業プロ

セスに組み込みやすくなる上、トップマネ

ジメントが関与しやすくなります。

計画・実行・評価・改善（PDCA）サイク

ルは、すべてのプロセス及び品質マネジ

メントシステム全体に適用することができ

ます。この図表（図1）は、箇条4から箇

条10はPDCAとの関連で1つにまとめられ

ることを示しています。

図 1

支援及び運用

（7、8）

改善

（10）

計画

（6）
リーダーシップ

（5）

パフォーマンス
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（9）

Plan Do

CheckAct

顧客要求
事項

QMSの

結果

組織及び
その状況（4）

顧客満足

製品及び
サービス

注記　（）内の数字はこの規格の箇条番号を示しています。

密接に関連する
利害関係者の
ニーズ及び期待（4）

品質マネジメントシステム（4）

新たな／更新された概念 解説

組織の状況 内部及び外部の要素、並びに製品、サービス、投資、利害関係者に対する組織のアプローチに影響を

与える状況の組み合わせを考慮する。

課題 課題には、内的又は外的なものも、プラス又はマイナスなものもあり、組織に影響を与える又は組織が

影響を及ぼす環境状態も含まれる。

利害関係者 ある決定又は行動により、影響を与える、影響を受ける又は、影響を受けると自らが感じる人又は

組織。サプライヤーや顧客、競合など。

リーダーシップ 最高位で組織を指揮し、管理する個人又は人々の集まりと定義されるトップマネジメント特有の要求事項。

脅威と機会に関連したリスク 予防処置は精密な計画プロセスに置き換えて見直しされ、リスクは「期待される結果に対する不確か

さの影響」と定義される。

コミュニケーション 内部と外部両方のコミュニケーションについては、要求事項がより明確で詳細になる。

文書化した情報 
文書と記録を置き換える。
情報を維持された文書（手順や指示等）と、記録記載など保持された文書。

パフォーマンス評価 妥当な結果を確実にするための品質パフォーマンス及び品質マネジメントシステムの有効性の

測定で、適切な場合は、監視、測定、分析、評価の手法が含まれる。

不適合及び是正処置 
不適合及び必要な是正処置の両方に関する評価がより詳細になる。
人的要因は、不適合及び是正処置分析のための重要な要素として、新しく追加された。

マネジメントレビュー レビューのインプットとアウトプットに関連した要求事項がより詳細になる。

AS/EN/ JIS Q 9100シリーズ - 航空宇宙産業における品質マネジメントシステム - 移行ガイド
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AS/EN/ JIS Q 9100 の主要な要求事項

箇条 1：適用範囲

箇条  1 は、規格の適用範囲について記していますが、ISO 

9001:2008との違いはほとんどありません。

箇条 2：引用規格

「ISO 9000:2015 品質マネジメントシステム‐基本及び用語」が引用さ

れており、貴重な手引きを提供しています。

箇条 4：組織の状況

これは新しい箇条で、品質マネジメントシステムの状況並びに、これを

ビジネス戦略がサポートする手法を規定しています。「組織の状況」

は、新規格の他の部分（箇条、要求事項）の基盤となります。また、この

箇条は、自分たちを取り巻く環境のなかで品質マネジメントシステムを支

えている要素や関係者を特定し、理解する機会を組織に与えます。

まず組織は、自らの目的に関連する内外の課題、すなわち組織の活動に

影響を及ぼす、あるいはマネジメントシステムの意図する結果を達成す

る能力に影響を及ぼす内部と外部の課題を決定する必要があります。

ここで注意すべきは、「課題」という言葉には、旧規格で予防処置の

対象とされていた問題だけではなく、市場への保証や経営目標など、マネ

ジメントシステムが取り組むべき重要なトピックも含まれているという

点です。

次に、組織は品質マネジメントシステムに関連する「利害関係者」も特定す

る必要があります。この利害関係者には、株主、従業員、顧客、サプライヤー、

法定機関、そして圧力団体や取締機関も含まれます。組織はそれぞれ固有の

「利害関係者」を特定しますが、この利害関係者は、組織の戦略的方向性に

応じて変わっていく可能性があります。

次は、品質マネジメントシステムの適用範囲を決めなければなりません。

適用範囲は組織全体とすることも、特定の機能だけに限定することもできます。

外部委託された他の機能やプロセスも、品質マネジメントシステムに関連する

ものであれば、組織の適用範囲の中で、考慮する必要があります。

箇条 3：用語と定義

用語と定義はすべて「ISO 9000:2015 品質マネジメントシステ

ム‐基本及び用語」に含まれています。

新しいAS/EN/ JIS Q 9100シリーズでは、ISO 9001:2015の箇条3と若干異

なっています。模倣品への対応を考慮して、"クリティカルアイテム"、 

"キー特性"、"製品の安全性"、"特別要求事項"等本項目にいくつかの追加用語

を記載しています。

箇条4の最後の要求事項は、規格の要求事項に従い、品質マネジメントシステ

ムを確立し、実施し、維持し、継続的に改善するというものです。そのために

はプロセスアプローチを採用する必要がありますが、たとえそれぞれの組織で

違いがあっても、プロセス図や手順書などの文書化した情報を使えば可能で

す。新しいAS/EN/ JIS Q 9100シリーズでは品質マネジメントシステムの適用

範囲、プロセスの定義と手順、経営陣の責任と権限を明記した文書が必要にな

ります。



箇条 5：リーダーシップ

この箇条は要求事項を、組織を最上層で指導、管理する個人又は集団を

指す 「トップマネジメント」に課しています。もはや、個人の責任ある

いは品質マネジメントシステムの責任者である「管理責任者」を置くこと

ですませることはできません。品質マネジメントシステムの責任の「所

在」は、個人から人々の集団へと重心が移ってきています。このような要

求事項の目的は、トップによる指揮によって、リーダーシップとコミット

メントを実証することにあります。

今やトップマネジメントはマネジメントシステムに深く関与するように

なり、マネジメントシステムの要求事項を組織のプロセスに統合する

こと、そして方針や目標が組織の戦略的方向性と両立することを確実に

しなければならなくなりました。品質方針は、組織の中核にある、生き

た文書でなければなりません。それを確実にするために品質マネジメン

トシステムを利用可能にし、伝達し、維持し、すべての当事者たちに理

解させる責任は、トップマネジメントにあります。

また、顧客満足度に影響する可能性のあるリスクや機会を特定し対応す

ることで、顧客満足度を向上させることについても、トップマネジメン

トの関与がより強く求められています。トップマネジメントは、顧客

の要求や、法令上、規制上の要求事項をどのように満たし、顧客満足

度の向上を組織がどのように維持しているかを示すことで、一貫性のあ

る顧客中心の姿勢を証明していく必要があります。

これと同様の文脈で、トップマネジメントは組織内の強みや弱点並び

に、その強みや弱点が製品やサービスを顧客に届ける上で、どう影響す

るかも把握する必要があります。それが、業務プロセスマネジメントの

概念強化につながるのです。さらにトップマネジメントは、それぞれの

プロセスに関連した主要なリスク並びに、そのリスクを管理、削減又は

他に移すためのプロセスとアプローチを理解していると証明する必要もあ

ります。

最後に、この箇条は品質マネジメントシステムに関連する責任と権限を割

り当てることをトップマネジメントに求めていますが、品質マネジメン

トシステムの有効性についてはトップマネジメントが責任を持たなけれ

ばなりません。

箇条 6：計画

AS/EN/JIS Q 9100シリーズにとって、計画はなじみのある要素ですが、

今回の改定により、計画を箇条 4.1「組織の状況」並びに箇条 4.2「利害関

係者」とともに検討することがいっそう重視されるようになりました。

この箇条の最初の部分は、リスク評価を、次の部分ではリスク対策を取

り上げています。リスクと機会を特定するための取り組みを決定する場

合、その取り組みは、そのリスクが製品とサービスの適合性に与えうる

影響に見合ったものでなければなりません。機会には、新製品の発売や地理

的拡張、新たなパートナーシップ、あるいは新技術などが含まれます。

組織は、リスクと機会に対する取り組みや、その取り組みをマネジメント

システムプロセスに統合、実施する方法、そのような取り組みの有効性の

評価を計画する必要があります。取り組みは、組織全体で監視し、管理し、

伝達しなければなりません。

この箇条でもう1つ重要な要素となるのが、測定可能な品質目標の設定で

す。この箇条には、旧版の箇条5.4の要求事項がいくつかそのまま残って

いますが、今回の版では品質目標がより具体的になり、品質方針との一

貫性や、製品及びサービスの適合性との関連性、顧客満足度の強化が求

められています。

この箇条の最後では、計画的、体系的に実施しなければならない変更の

計画について取り上げており、変更によって生じる可能性のある結果を

特定し、関与する人々、変更実施の時期、割り当てられる資源ニーズを

決定しなければなりません。
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箇条 7：支援

箇条7は、組織の目標を達成するうえで必要な資源や人々、インフラが揃っ

ていることを確実にするためのものです。この箇条は、品質マネジメン
トシステムを確立し、実施し、維持し、継続的に改善するうえで必要な
資源を決定し、提供することを組織に求めています。簡単に言えば、こ
れは必要な品質マネジメントシステムの資源すべてを対象とした非常に
強力な要求事項であり、内部と外部、両方の資源を対象としています。

箇条 7.1 は 旧版の箇条 6.1、6.2、6.3、7.6 に基づいており、5つ（箇条 

7.1.1一般を除く）の項に分かれています。本箇条では、該当する法令基準

と規制要求事項、品質マネジメントシステムの定期的な見直しを考慮し
て、いくつかの要求事項が追加されています。また、引き続き、インフ
ラの要求事項や、プロセス運用の環境が含まれています。監視や測定は

変更され、要員や訓練と同様に、資源（箇条 7.1）に含まれました。

組織の知識は新たな要求事項であり、品質マネジメントシステムの要求

事項である力量、認識及びコミュニケーションと同様に取り扱われていま

す。要員は、品質方針を承知しているだけでなく、QMS の有効性に自分

がどう貢献しているか、QMS の要求事項に従わないとどのようなことに

なるかも理解していなければなりません。また本箇条では、倫理行動の重

要性が強調されています。

製品及びサービスの適合を確実にするために、組織による知識の維持は重

要な要求事項です。これには、組織の知的財産などと同様に、個人に帰属

する知識も含まれます。プランの変更や追加知識が必要になった場合、組織

は維持している知識で十分対応できるかどうか常にチェックが行われます。

その際、内部・外部のフィードバックも対象の情報として含まれます。

最後に、「文書化した情報」についての要求事項もあります。「文書化した

情報」は、旧版年の規格で使われていた「文書」及び「記録」という用語の

代わりとなる新しい用語です。組織は、品質マネジメントシステムの管理

に必要な文書化した情報のレベルを決定する必要があります。これは、組

織の規模や複雑さにより組織ごとに異なります。

新しい AS/EN/JIS Q 9100シリーズでは引き続き、ISO 9001:2015
より要求事項となっている"文書化した情報"が求められます。

また情報セキュリティの重要性が増しているため、パスワードの利用な

ど、文書化した情報へのアクセス管理の強化も重視されています。組織

は、ITシステムがクラッシュした際のバックアップを提供するシステムも

用意すべきでしょう。

箇条 8：運用

この箇条は、組織が顧客の要求を満たし、製品とサービスを設計するた

めの計画とプロセスの実施について述べています。旧版の箇条7の大半は

ここに残っていますが、プロセスの管理、特に、計画された変更や意図

引き渡し後の活動を対象とした新箇条もあります。これには、メインテナン

スプログラムや保証によって実施される活動、製品の最終処分やリサイクル

に関する活動が含まれます。組織がこのような活動の程度を決める際には、

製品又はサービスに関連したリスク、顧客の要求事項、顧客のフィードバッ

ク、そして法令上の要求事項を考慮しなければなりません。

箇条9：パフォーマンス評価

パフォーマンス評価には、旧版の箇条8で扱われていた多くの分野が含ま

れています。

ここには監視、測定、分析、評価のための要求事項が含まれており、

測定すべきものや、採用する手法、データの分析や報告を行う時期及び

その間隔について検討する必要があります。この証拠となる文書化した

情報は保持しておかなければなりません。

今では、組織が顧客にどう見られているかについての情報を直接求める

ことも重視されるようになりました。したがって組織は、顧客の認識に

関する情報を積極的に求めなければなりません。そのような情報は、満

足度調査や市場占有率の分析、苦情の記録など、さまざまな方法で入

手することができます。また改定版では、このデータの分析や評価がど

のように使われるか、特に品質マネジメントシステムの改善の必要性に

関してどう使われるかを組織は明らかにしなければならない、という明

確な要求事項も加わりました。

内部監査も実施しなければなりませんが、これは旧版からほとんど変更さ
れていません。「監査基準」の定義及び、監査結果の報告が「関連のあ
るマネジメント（管理層）」に報告されることを確実にするための要求事
項が追加されています。

マネジメントレビューは引き続き求められていますが、品質マネジメント

システムに関連した外的及び内的な課題の変化に対する考慮など、

新たな要求事項も追加されました。文書化した情報は、マネジメントレ

ビューの証拠として保持しておかなければなりません。
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組織が導入をコミットした規格や実施基準、製品やサービスの設計・開発に
必要な内外の資源、製品及びサービスの性質に起因する失敗の起こり得る結
果については、より明確な要求事項があります。

しない変更の結果についてレビューし、必要に応じて有害な影響を軽

減することがさらに重要視されています。ここでの要求事項は、ISO 

9001:2015や旧版のAS/EN/JIS Q 9100シリーズ以上に重要視されており、

注意深く検証する必要があります。

本箇条には引き続き「製品及びサービスの要求事項」が含まれており、より

詳細な要求事項が求められています。適用可能な機能、安全性、生産性、持

続可能性、欠陥やリサイクルの要因、不適合における顧客の変化等、要求事

項を明確に特定できるレビューを実施する必要があります。

下位層の提供者には、より綿密なコントロール手順が必要となります。ま
た、定期的な製品・サービスが追加され、リスクに基づいたテストの実施
が要求されています。

製品要素は、校正、 FAI (First Article Inspection)、トレーサビリティ、

製品保存、FOD (Foreign Object Damage)等、広範囲に及びます。

またプロジェクトマネジメント、プロジェクト内の各段階の承認、計画やテ

スト設計の文書化等、広範囲にわたるマネジメント設計・管理の要求事項も

あります。外部提供者へのコントロールの要求事項は、大きな変更はありま

せんが、外部提供者の選別より、リスクの特定に重点が置かれています。

また今日では、顧客の資産に対しての偶発的なアクションに対応できるよ

う、コミュニケーションの徹底が要求されています。新しい要求事項では、

ポテンシャル顧客へのコミュニケーションも求められており、結果として、

新規顧客への素早いアプローチやソリューションを提供できるようになりま

す。

この箇条ではオペレーションリスクマネジメントや、計画に対する要求、

クリティカルアイテム、キー特性等、具体的な要求事項があります。

主な要求事項として、オペーションにおけるリスクの特定、製品の安全性、

コンフィギュレーション、模倣品・欠陥品の対応、外部提供者への対応、リ

ソースが制約された状態や作業移管が行われた状態でのリスクの特定等があ

ります。



箇条 10：改善

この箇条は、顧客満足を強化するための改善プロセスなど、改善の機会を

組織は決定し特定する、という新たなセクションから始まります。ま

た、製品やサービス、品質マネジメントシステムを改善するための機会、

また、望ましくない影響の修正、防止、低減のための機会を、将来の顧客

のニーズ及び期待を念頭に置きながら積極的に捜す必要もあります。

予防処置については新たな方法ができたため、この箇条に予防処置の要求事

項はありませんが、是正処置に関する新たな要求事項はいくつかありま

す。 1つめは、不適合に応じ、該当する場合、不適合を管理し、修正する

ための処置をとり、その不適合によって起った結果に対応するというもの

です。2つめは、同様の不適合が存在するか、あるいは起こる可能性を判

断するというものです。
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4.3 

4.4

5.2

6.2 

7.1 

7.2 

7.5  

8.1 

8.2 

QMSの適用範囲

QMSとそのマニュアル含んだそのプロセス

QMSの方針

QMSの目標

資源(校正レジスターを含む）

力量の証拠

QMSの有効性のために必要であると組織が決定した文書化された情報

運用の計画及び管理

製品及びサービスに関する要求事項の明確化

8.3 

8.4 

8.5 

8.6  

8.7  

9.1  

9.2  

9.3  

10.2  

設計及び開発

外部から提供される製品及びサービスの管理

（外部提供者登録を含む）

製品及びサービス提供

製品及びサービスのリリース

（維持された文書・手順を含む）

不適合なアウトプットの管理

監視、測定、分析及び評価の管理

監査プログラム及び監査結果の証拠

マネジメントレビュー結果の証拠

不適合の性質及びそれに対してとったあらゆる処置及び結果

（維持された文書・手順を含む）

	

製品 

AS/EN/ JIS Q 9100シリーズ/ ISO 9001:2015

除外 (4.3箇条参照: 適用の明確化)

管理責任者 

文書化した情報
1, 維持された文書
2, 保持された文書

文書類、品質マニュアル、 

文書化された手順、記録

作業環境 プロセスの運用に関する環境

監視機器及び測定機器 監視及び測定のための資源

購買製品 外部から提供される製品及びサービス

供給者 外部提供者

新しい規格と旧版の規格の主な用語の相違点

文書化した情報
他のマネジメントシステムの規格と整合性を持たせるために、「文書化

した情報」という共通箇条が採用されました。したがって、「文書化した

手順」及び「記録」という用語はどちらも、要求事項の文書全体で、「文

書化した情報」に置き換えられました。

旧版で文書化した手順（たとえば管理の定義やプロセスの支援のため

の）と表現していたものは、文書化した情報を保持するための要求事項

と呼ばれるようになりました。

また、旧版 で記録と呼んでいたものは、現在では、文書化した情報

を保持するための要求事項と表現されています。

文書化した情報を保持するための要求事項は、規格全体で詳細に述べら

れており、例もいくつか挙げられています。規格、とくに箇条 7.5 を注

意深くお読みください。

AS/EN/ JIS Q 9100シリーズ - 航空宇宙産業における品質マネジメントシステム - 移行ガイド

(AS/EN/ JIS Q 9100 5.3箇条参照)

根本原因は、人的要因を含むため、広範囲に及ぶ予定です。不適合及び

是正処置のため、手順を示した文書化された情報が、保持された文書とし

て要求されます。

この情報は、外部提供者に至るまでの適切な手順を示す必要があります。

継続的改善のための要求事項は拡大され、品質マネジメントシステムの適

切さ及び妥当性も含むようになりましたが、組織がこれを達成する方法は

規定されなくなりました。右表にあるように、この変更によっていくつか

の用語が変更されています。

製品及びサービス 
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移行の指針
移行の流れ

BSI は、移行作業及びAS/EN/ JIS Q 9100シリーズ の利点を

ご理解して頂けるように支援しています。

BSIが提供する資料やその他サービスをぜひご利用頂き、移行

において必要な知識と情報を取得して頂けるようにサポート

致します。 

※国際規格を購入します。

ISO 9001やAS/EN/ JIS Q 9100で要求事項や用語を確認して頂

くことで、全体像が把握できます。

BSI ジャパンのウェブサイト、

www.bsigroup.com/ja-JP/our-services/downloads/にアクセスし、 

規格の変更について理解する上で役立つホワイトペーパーなど

資料ダウンロードサイトから移行関連資料をご覧ください。

ISO 9001改定版資料をご参照下さい。

貴組織内において、どのように実施し、要求事項の変化に

対してどのように取り組むかを理解できるよう、サポート

するツールになります。

貴組織の品質マネジメントを改めて見直してみて下さい。

改定版AS/EN/ JIS Q 9100シリーズは、改定版ISO9001:2015の

箇条やハイレベルストラクチャーをベースに策定される予定

です。

改定版AS/EN/ JIS Q 9100シリーズの規格が発行され次第、

ご購入下さい。航空宇宙産業における最新の要求事項が、貴

組織の品質マネジメントシステムが要求事項を満たしている

か、改めて確認ができます。

 










AS/EN/ JIS Q 9100移行期間： 

2017 年 1~3月頃から 2018 年 

9 月14日まで

改定版AS/EN/ JIS Q 9100シリーズ 移行スケジュール

2016	    2017	 2018

2016年10月 AS/EN/ 
JIS Q 9100発行

OASIS Gen 2 データ
ベース稼働

2016年11月 AS/EN/
JIS Q 9110発行

2016年11月 AS/EN/ 
JIS Q 9120発行

2017年6月15日以降、全ての
AS/EN/ JIS Q 9100シリーズ
は、新しい改定版での審査に
なります。

移行はよい機会である — 

では、何を行えばよいのか？

1. 品質マネジメントシステムを最初から改めて見直す

2. BSI ジャパンの移行トレーニングコースを受講

し、新旧の違いをより詳しく理解する

3. 主要な変更を改善の機会として強調する

4. 新たな構造を反映するために（必要に応じて）文書作

成方法を変更する

5. リーダーシップ、リスク、組織の状況に関する新た

な要求事項を実施する

6. 現行のマネジメントシステムの有効性をレビューする

7. すべての変更点に対する対応の完了を確認する

8. 影響評価を実施する

ISO 9001:2008 と
ISO9001:2015 を比較する
箇条対応表を下記よりダウンロードしていただくと、 

ISO 9001:2008 が ISO 9001:2015 に改定された際の変更や
削除箇所、新たな又は強化された要求事項の概要がわかります。

www.bsigroup.com/ja-JP/our-services/downloads/

注意: AS/EN/ JIS Q 9100シリーズはISO 9001では含まれていな

い文書化した情報の要求事項等があります。

貴組織の品質マネジメントの文書はそのまま保持されること

を推奨します。 

※ 一般財団法人日本規格協会（JSA）のWeb Storeで購入することができます。

www.jsa.or.jp/store/index.html

http://www.bsigroup.com/iso9001revision
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その他の資料

移行にあたって、様々なサポート資料をご用意しています。

下記 BSI ジャパン資料ダウンロードサイトより入手くださ

い。 www.bsigroup.com/ja-JP/our-services/downloads/

リーダーシップの重要性

新規格には、リーダーシップだけを取り上げた箇条があ

り、今回の最も大きな変更の1つとなっています。

このホワイトペーパーは、QMS の実施、組み込み、伝達、

維持を確実にする上で、マネジメントがより積極的な役割を

求められるようになった理由も説明しています。

AS/EN/ JIS Q 9100シリーズ改定 FAQ（よくある質問）

新規格へ移行を行うお客様から多くいただく質問に答えるこ

とを目的としています。

附属書 SL の紹介

コアテキスト、共通の用語と定義、今後すべてのマネジメン

トシステム規格のための骨格となる新たな汎用フレームワー

クである附属書SL。このホワイトペーパーで詳細説明をして

います。構造についての理解を深めてください。

ISO 9001 ホワイトペーパー

品質マネジメントにおけるリスクの重要性改定の背景や、

改定された規格にリスクがどのように組み込まれているか、 

ISO 9001 のお客様にとっての利点を説明しています。

その他：

● ISO 9001 箇条対応表（2008 年版 vs 2015 年版）

● 自己評価チェックリスト

● AS/EN/ JIS Q 9100シリーズ　改定版の利点に関して

AS/EN/ JIS Q 9100シリーズ - 航空宇宙産業における品質マネジメントシステム - 移行ガイド

追加サービス

BSI ジャパンでは、変更を実施し、進捗状況を理解する上で役立つさまざまなサービスをご用意しています。サービスには以下が
含まれています。

業務改善ツール

改定された規格を組織に適用させ、運用を定着させるためには、できるだけ効率的に運用管理とその維持をできるように

することが非常に重要です。そのため、成功している組織はBSI Action Manager や Entropy™ などの業務改善ツールを

導入しています。

これにより、マネジメントシステム運用を 50% 効率化されたお客様もいらっしゃいます。



Why BSI?

BSIはエキスパートとして、1世紀以上に渡り、より卓越した方法を人々や製品に根付かせてき
ました。世界182ヶ国、約80,000の組織を手助けしてきた経験を基に、世界中のあらゆる組織
に向けてエクセレンスなサービスを提供し続けていきます。

知識

BSIは、ビジネスエキスパート、
政府機関、事業者団体、消費者
グループと協力し、組織が成功
するうえで必要なベストプラク
ティスを見つけ、知識を構築し
ています。
実際、世界で最も認められた10
の規格のうち、BSIが起源で作成
されたものは8規格になります。

お客様が実際に長期的な利益
を得るためには、規格を継続
的に順守する必要があり、継
続することで規格の順守は確
固とした習慣になります。
BSIでは、付加価値及び差別
化されたマネジメントツール
を提供するだけでなく、規格
やその導入方法を理解するの
に役立つトレーニングを提供
することで、お客様の継続的
な規格の順守プロセスをお手
伝いしています。

プロセスや製品が特定の規格に
適合していることを証明する独
立した評価を通じ、お客様のパ
フォーマンスの卓越性が保証さ

れます。
BSIは、お客様が自らのパフォー
マンスを理解するお手伝いをす
ることで、組織の内側からでき
る改善分野を洗い出します。

BSIの製品及びサービス
私たちは、サポート製品とサービスのユニークな組み合わせを、

知識、保証、コンプライアンスという3つの流れのなかでご提供しています。

保証 コンプライアンス
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BSI (英国規格協会) は、AS/EN/JIS Q 9100 シリーズの最前線に立ってきました。

AS/EN/JIS Q 9100 シリーズは、BSIが1994年から国際委員会の事務局を務めているISO 9001
をベースに策定されたものであり、ISO 9001は今日、世界中で最も認められているマネジメント
システムです。故に、BSIはお客様の新たな規格への移行を支援するにあたって最適な環境にいま
す。

BSIは、規格を通じてお客様のビジネスの成功をけん引し、より卓越したビジネスの創造を目指
しています。私たちは、より良いパフォーマンス、組織レジリエンスの構築、リスク管理を通

じて、継続的改善を実施し、エクセレンスの習慣へと導きます。



グループジャパン株式会社

最新情報は下記 をご覧ください。

www.bsigroup.com/ja-JP/AS9100/AS9100_revision/
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